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内容 

1 

1. 2021年2月期 第2四半期累計期間業績結果 

2. 2021年2月期 第2四半期累計期間の振り返り 

3. 2021年2月期 通期予想 

4. 2022年2月期 シナリオ – 黒字化達成に向けて 
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連結PL：2021年2月期 第2四半期累計期間実績 

新型コロナウイルスの影響により、売上高は153.2億円、営業損失▲57.1億円 

本年実績 

153.2 

58.9 

116.1 

-57.1 

-57.3 

-66.4 

前年比 

51.5% 

42.8% 

79.3% 

- 

- 

- 

前年差 

▲144.0 

▲78.8 

▲30.3 

▲48.4 

▲49.1 

▲60.4 

前年実績 

297.3 

137.8 

146.4 

-8.6 

-8.2 

-6.0 

売上高 

売上総利益 

販管費 

営業利益 

経常利益 

四半期純利益 

(単位:億円) 1 

1. 2019/1-6実績 
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連結PL：KPI 

売上高の減少及び在庫販売促進等によりKPIも軒並み悪化 

本年実績 

38.5% 

75.8% 

-37.3% 

前年差 

▲7.9pt 

+26.5pt 

▲34.4pt 

前年実績 

46.4% 

49.3% 

-2.9% 

売上総利益率 

販管費率 

営業利益率 

-43.4% ▲41.4pt -2.0% 四半期純利益率 

1 

1. 2019/1-6実績 
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特別損益 

4 

雇用調整助成金、投資有価証券売却益等で特別利益9.3億円、コロナ禍による販売 
機会損失、投資有価証券売却損等で特別損失▲18.2億円をそれぞれ計上 

(単位：百万円)

特別利益 931

雇用調整助成金 659

投資有価証券売却益 186

LOVELESS店舗撤退費用取崩益 72

雇用調整助成金等 (サンヨーアパレル) 14

特別損失 1,826

コロナ禍による臨時休業等の損失　　　 1,320

給与手当 (販管費) 962

減価償却 (販管費) 46

賃借料 (販管費) 146

ロイヤリティ (売上原価) 166

固定資産除却損 8

投資有価証券売却損 311

減損損失 91

コロナ禍による臨時休業等の損失 (サンヨーアパレル) 44

事務所移転による設備除却 (ルビー・グループ) 51
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(単位:百万円) 2020/2/29 2020/8/31 増減

資産の部

現金預金 12,937 10,167 -2,770 

受取手形・売掛金 4,174 3,053 -1,121 

商品・製品 13,695 12,854 -840 

その他 1,753 1,930 177

貸倒引当金 -17 -19 -2 

流動資産合計 32,543 27,987 -4,556 

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 5,484 5,616 131

土地 7,335 7,335 0

その他 2,128 1,945 -183 

有形固定資産合計 14,948 14,897 -51 

無形固定資産

のれん 1,562 1,485 -76 

その他 1,422 1,433 10

無形固定資産合計 2,984 2,918 -65 

投資その他の資産

投資有価証券 8,962 5,851 -3,110 

敷金・保証金 2,543 1,701 -842 

繰延税金資産 3 10 6

退職給付資産 8 326 318

その他 401 527 126

貸倒引当金 -8 -8 0

投資その他の資産合計 11,910 8,409 -3,501 

固定資産合計 29,843 26,224 -3,618 

資産合計 62,386 54,211 -8,175 

連結BS（資産） 

5 

受取手形・売掛金 
• 売上高減少に伴う売上債権の減少 
 
商品・製品 
• 仕入抑制効果 
 
その他の流動資産 
• 原材料、仕掛品の増加 
 
建物及び構築物その他 
• 直営店の出店 
 
その他の有形固定資産 
• リース資産減損、建設仮勘定他 
 
投資有価証券 
• 持ち合い解消 
 
敷金・保証金 
• LOVELESS店舗撤退等による敷金戻り 

株式持ち合いの解消、現預金の減少等により、総資産は81億円の減少 
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連結BS（負債・純資産） 

6 

支払手形・買掛金 
• 仕入削減による仕入債務の減少 
 
短期借入金 
• 長期借入金への借り換え 
 
長期借入金 
• 新規借り入れ 
 
繰延税金負債 
• 投資有価証券の売却、保有株式の

時価下落 
 
利益剰余金 
• 配当及び当期純損失 
 
その他有価証券評価差額金 
• 投資有価証券の売却、保有株式の

時価下落 
 

配当及び当期純損失、投資有価証券売却及び時価下落等により、負債・純資産は 
81億円の減少 

(単位:百万円) 2020/2/29 2020/8/31 増減

負債の部

流動負債

支払手形・買掛金 6,642 2,898 -3,744 

1年以内償還社債 32 36 4

短期借入金 9,000 200 -8,800 

未払費用 3,377 2,877 -500 

未払消費税 525 141 -384 

未払法人税 167 73 -94 

賞与引当金 411 315 -95 

返品調整引当金 10 10 0

その他 1,173 1,249 76

流動負債合計 21,340 7,801 -13,539 

固定負債

社債 20 0 -20 

長期借入金 0 12,800 12,800

長期未払金 141 135 -5 

繰延税金負債 763 615 -148 

再評価繰延税金負債 540 540 0

退職給付負債 0 238 238

その他 758 700 -57 

固定負債合計 2,223 15,030 12,806

負債合計 23,564 22,832 -732 

純資産の部

株主資本

資本金 15,002 15,002 0

資本剰余金 10,028 9,935 -93 

利益剰余金 12,890 5,963 -6,927 

自己株式 -1,072 -1,044 27

株主資本合計 36,848 29,856 -6,992 

その他包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,814 1,387 -426 

繰延ヘッジ損益 0 0 0

土地再評価差額金 -316 -316 0

為替換算調整勘定 135 151 16

退職給付調整累計額 210 199 -10 

その他包括利益累計額合計 1,843 1,422 -421 

非支配株主持分 130 101 -28 

純資産合計 38,822 31,379 -7,442 

負債純資産合計 62,386 54,211 -8,175 
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内容 

7 

1. 2021年2月期 第2四半期累計期間業績結果 

2. 2021年2月期 第2四半期累計期間の振り返り 

3. 2021年2月期 通期予想 

4. 2022年2月期 シナリオ – 黒字化達成に向けて 
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サマリー（単体） 

8 

3-5月 6-8月 

緊急事態宣言発出により3月後半より
店舗営業を自粛、5月に段階的再開。
売上高はほぼSIM2通りに推移し、前年
比38% 

• リアル店舗は営業自粛の影響の一方
ECは前年比114%と好調に推移 

3-5月は店舗営業自粛により売上高前年比138%。6-8月は売上高前年比79%まで
回復、春夏在庫処理の為のセール販売拡大により売上総利益率低下も、販管費削減は
想定以上に進展。在庫も計画通り削減、8月末で期初差▲8.7億円の123億円に減少 

1. 本スライドの前年対比：2019/3-2020/2の12か月との比較 
2. 2020/4/14公表の再生プランに記載のシミュレーション(SIM) 

緊急事態宣言解除後の売上高は想定 
を上回り、SIM2差+16ptの前年比
79%まで回復。セール販売拡大により 
売上総利益率は低下も、販管費削減は
想定以上に進展。在庫削減も計画通り 

• 春夏在庫処理の為のセール販売拡大 
の影響により、売上総利益率低下 

• ECは前年比123%と引き続き好調 

• 販管費は特別損失分を除くと実質 
▲約19億円削減まで進展 

• 8月末在庫は2020/2末差▲8.7億円
の123億円に削減 
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売上実績 (単位:百万円)

3月 4月 5月 3-5月 6月 7月 8月 6-8月 3-8月

百貨店 1,794 250 615 2,659 2,463 1,921 1,336 5,720 8,379

FB・路面店 219 37 49 305 228 215 205 647 952

EC・通販 691 541 594 1,826 585 602 580 1,766 3,592

その他 450 132 81 662 275 496 359 1,130 1,792

総計 3,154 959 1,339 5,453 3,550 3,234 2,480 9,263 14,716

前年比

3月 4月 5月 3-5月 6月 7月 8月 6-8月 3-8月

百貨店 51.0% 8.6% 22.7% 29.1% 83.2% 62.9% 67.8% 71.6% 48.9%

FB・路面店 44.6% 8.4% 12.8% 23.2% 60.0% 60.0% 82.2% 65.6% 41.4%

EC・通販 118.7% 98.3% 126.6% 114.0% 128.9% 106.2% 140.3% 123.2% 118.4%

その他 56.9% 13.9% 14.1% 28.6% 52.5% 104.0% 94.4% 81.8% 48.5%

総計 58.6% 19.8% 32.4% 38.0% 82.2% 72.6% 82.3% 78.6% 56.3%

SIM2 58.6% 25.0% 25.0% 37.0% 50.0% 70.0% 70.0% 63.0% 49.0%

SIM2差 - -5.2% 7.4% 1.0% 32.2% 2.6% 12.3% 15.6% 7.3%

構成比

3月 4月 5月 3-5月 6月 7月 8月 6-8月 3-8月

百貨店 56.9% 26.1% 45.9% 48.8% 69.4% 59.4% 53.9% 61.7% 56.9%

FB・路面店 6.9% 3.8% 3.7% 5.6% 6.4% 6.6% 8.3% 7.0% 6.5%

EC・通販 21.9% 56.4% 44.4% 33.5% 16.5% 18.6% 23.4% 19.1% 24.4%

その他 14.3% 13.7% 6.0% 12.2% 7.8% 15.3% 14.5% 12.2% 12.2%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

売上実績1（単体・チャネル別） 

9 

3-8月ではSIM2に対して+7.3ptの前年比56%。ECは前年比118%で推移 

1. 前年同月対比 
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売上実績 (単位:百万円)

3月 4月 5月 3-5月 6月 7月 8月 6-8月 3-8月

自社EC 538 450 488 1,476 425 457 485 1,366 2,842

外部EC 153 91 106 350 160 145 95 400 750

EC計 691 541 594 1,826 585 602 580 1,766 3,592

売上前年比

3月 4月 5月 3-5月 6月 7月 8月 6-8月 3-8月

自社EC 127% 108% 138% 124% 122% 102% 150% 122% 123%

外部EC 97% 68% 92% 86% 151% 123% 106% 128% 104%

EC計 119% 98% 127% 114% 129% 106% 140% 123% 118%

売上構成比

3月 4月 5月 3-5月 6月 7月 8月 6-8月 3-8月

自社EC 78% 83% 82% 81% 73% 76% 84% 77% 79%

外部EC 22% 17% 18% 19% 27% 24% 16% 23% 21%

EC計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

売上実績1（EC） 

10 

巣ごもり消費の拡大、ECへの商品集約、販促施策の強化等により自社/外部EC共に好調
特に緊急事態宣言解除後の6-8月において大幅前年超え 

1. 前年同月対比 
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販管費（単位:百万円） 2020 2019 前期差

3-5月 6-8月 1H 1-3月 4-6月 1H 3-5月 6-8月 計

販売費 1,686 2,816 4,502 3,056 3,580 6,636 -1,370 -764 -2,134

宣伝販促費 548 192 740 593 570 1,163 -45 -378 -423

設備費 258 125 383 163 186 349 95 -61 33

社員人件費 1,310 1,262 2,572 1,281 1,469 2,751 29 -208 -179

管理費 1,248 1,206 2,454 1,461 1,266 2,727 -213 -61 -273

システム・デジタル関連経費 201 240 441 241 226 466 -40 14 -26

販管費計 5,252 5,840 11,092 6,795 7,298 14,092 -1,543 -1,458 -3,001

対売上比(単位:%) 2020 2019 前期差

3-5月 6-8月 1H 1-3月 4-6月 1H 3-5月 6-8月 計

販売費 30.9% 30.4% 30.6% 19.5% 27.3% 23.0% 11.4% 3.1% 7.6%

宣伝販促費 10.1% 2.1% 5.0% 3.8% 4.3% 4.0% 6.3% -2.3% 1.0%

設備費 4.7% 1.3% 2.6% 1.0% 1.4% 1.2% 3.7% -0.1% 1.4%

社員人件費 24.0% 13.6% 17.5% 8.2% 11.2% 9.6% 15.9% 2.4% 7.9%

管理費 22.9% 13.0% 16.7% 9.3% 9.6% 9.5% 13.6% 3.4% 7.2%

システム・デジタル関連経費 3.7% 2.6% 3.0% 1.5% 1.7% 1.6% 2.1% 0.9% 1.4%

販管費計 96.3% 63.0% 75.4% 43.4% 55.6% 48.9% 53.0% 7.5% 26.4%

販管費（単体） 

11 

再生プランに掲げた2022年2月期までの2年間での▲40億円削減目標に対して 
初年度の上半期で特損計上分を除く実質▲約19億円削減済み 

販売費▲21.3億円は 
特損計上分11.5億円を 
除くと実質▲9.8億円 
• 店舗休業に伴うFA経費

の減額 
• 不動産賃料減額交渉

の実施 
• 催事中止に伴う販売 

手数料の減額 
 
宣伝販促費▲4.2億円 
• 2Qの広告宣伝費/販売

促進費を圧縮 
 
社員人件費▲1.8億円 
• 時間外勤務の削減 
• 賞与支給の抑制 
 
管理費▲2.7億円 
• 売上減少に伴う物流費

の減額 
• 店舗休業/出張停止に

伴う旅費交通費の減額 

販売費： FA経費、不動産賃借料(販売系)、販売手数料、業務委託費(販売部門)等  設備費：売場設営費、減価償却費(売場設備)、リース料、修繕費等  人件費：社員給与、法定福利厚生費等 
管理費：不動産賃借料・減価償却費(管理系)、業務委託費(企画系・本社系)、物流費、水道光熱費、旅費交通費、通信費、雑費等  システム・デジタル関連経費：システム投資、業務委託・減価償却費(システム系/WEB系) 
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内容 
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1. 2021年2月期 第2四半期累計期間業績結果 

2. 2021年2月期 第2四半期累計期間の振り返り 

3. 2021年2月期 通期予想 

4. 2022年2月期 シナリオ – 黒字化達成に向けて 
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通期予想：連結PL 

13 

財
務

数
値

 
(単

位
:億

円
) 売上高 

売上総利益 

販管費 

営業利益 

販管費比率 

営業利益率 

売上総利益率 

新型コロナウイルスの影響を加味した前提の下、2021/2月期通期はSIM2を上回る 
売上高380億円、営業損失▲85億円を計画 

年間 1 

1. 前年は変則14か月決算の為、1-12月と対比 

上半期実績 下半期計画 

2021/2月期 

実績 

2019/1-12 

前年差 SIM2 

主
要

財
務

指
標

 

経常利益 

当期純利益 

585.7 

276.8 

300.6 

-23.7 

51.3% 

-4.1% 

47.3% 

-22.8 

-15.9 

-3.9% 

-2.7% 

経常利益率 

当期純利益率 

380.0 

166.0 

251.0 

-85.0 

66.1% 

-22.4% 

43.7% 

-96.0 

-35.0 

-25.3% 

-9.2% 

▲205.7 

▲110.8 

▲49.6 

▲61.3 

+14.8pt 

▲18.3pt 

▲3.6pt 

▲73.2 

▲19.1 

▲21.4pt 

▲6.5pt 

153.2 

58.9 

116.1 

-57.1 

75.8% 

-37.3% 

38.5% 

-57.3 

-66.4 

-37.4% 

-43.4% 

226.8 

107.1 

134.9 

-27.9 

59.5% 

-12.3% 

47.2% 

-38.7 

31.4 

-17.1% 

13.8% 

355.0 

165.0 

270.0 

-105.0 

76.0% 

-29.6% 

46.4% 

- 

- 

- 

- 
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下半期計画の前提とその位置付け 

14 

新型コロナウイルスの影響長期化、特に9月以降の低調な百貨店集客、長引く春夏セールによる
秋冬商戦開始の後ろ倒し等、当面店頭状況は厳しい推移が見込まれることから、売上高は前年
比172%の226億円を計画 
 
一方、下半期は来期2022/2月期の営業黒字化を達成する上での重要なトランジション期間/
基礎固めを行う期間と位置付け、下記重点課題を確実に実行 
• 在庫削減（単体）：8月末123億円を2月末で100億円にまで圧縮 
‒ 当初目標80億円に対して凍結していた来期春夏プロパー商品約20億円の仕入実施を決定 

• 9月以降、プロパー商品については建値/総消化率の抜本改善を目指す一方、秋冬の前期繰越
在庫/春夏未消化在庫を徹底消化 

• 販管費削減の更なる加速 
‒ 宣伝販促費の効率化、不採算売場撤退による販売費等の削減、委託業務内容の見直し等

により前期比▲19億円削減を実行 
‒ 尚、下半期販管費には店舗撤退費用その他で約15億円の一過性費用が含まれており、 

実質的には▲34億円の削減 
• GINZA TIMELESS 8の譲渡完了 
 
以上により、連結売上高226億円をベースに、上記一過性費用15億円を除き、実質営業損失
▲13億円程度にまで圧縮 

1. 前年同月対比 
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内容 
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1. 2021年2月期 第2四半期累計期間業績結果 

2. 2021年2月期 第2四半期累計期間の振り返り 

3. 2021年2月期 通期予想 

4. 2022年2月期 シナリオ – 黒字化達成に向けて 
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2022/2月期の基本方針 
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基本方針 

再生プランに則り 
事業構造改革を完遂し 
基礎収益力の回復及び黒字化を実現する 
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380.0 

166.0 

251.0 

-85.0 

66.1% 

-22.4% 

43.7% 

2022/2月期：連結PLシミュレーション 

17 

主
要

財
務

指
標

 

売上高 

売上総利益 

販管費 

営業利益 

販管費比率 

営業利益率 

売上総利益率 

当初の再生プランを修正し、新型コロナウイルスの影響が長期化、市場回復が来期へ 
ズレ込むとの想定の下、営業黒字化シナリオを策定 

467.0 

231.0 

230.0 

1.0 

49.3% 

0.2% 

49.5% 

226.8 

107.1 

134.9 

-27.9 

59.5% 

-12.3% 

47.2% 

490.0 

243.0 

230.0 

13.0 

47.0% 

2.7% 

49.6% 

シナリオ2 シナリオ1 

2022/2月期 

年間 

2021/2月期 

参考)下半期 

585.7 

276.8 

300.6 

-23.7 

51.3% 

-4.1% 

47.3% 

1 実績 

2019/1-12 

財
務

数
値

 
(単

位
:億

円
) 

シナリオ1は実際に目指すべきシナリオ、シナリオ2は損益分岐確保のためのボトムラインシナリオ 

1. 前年は変則14か月決算の為、1-12月と対比 
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シナリオ1：営業利益の推移（連結） 

事業構造改革の完遂による基礎収益力の回復を通じ、2022/2月期は確実な黒字化
を実現 

(単位:億円) 

26.0 

不採算 
売場撤退 

による 
販管費減 

販管費 
の削減 

販管費 
の特損 
計上分 

2021/ 
2月期 

営業利益 

47.9 

売上増に
伴う 

粗利増加 

97.2 

粗利率 
の改善 

15.0 

13.6 

前年の 
一時費用 

29.1 

販管費 
の削減 

13.0 

-23.7 

14.4 

2019/ 
1-12 

営業利益 

15.0 

売上減に
伴う 

粗利減少 

11.5 

連結子会
社の販管
費削減 

売場撤退
等の 

一時費用 

2022/ 
2月期 

営業利益 

-85.0 

前期特損
計上分 

11.5 

粗利率 
の低下 

3.1 

27.0 

18 
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シナリオ2：営業利益の推移（連結） 

シナリオ2の場合でも、2022/2月期にはボトムラインとしてブレイクイーブンを確保 

(単位:億円) 

27.0 

11.5 

販管費 
の削減 

11.5 

販管費 
の特損 
計上分 

-85.0 

2021/ 
2月期 

営業利益 

-23.7 

前期特損
計上分 

38.0 

連結子会
社の販管
費削減 

売上増に
伴う 

粗利増加 

27.0 

売上減に
伴う 

粗利減少 

2019/ 
1-12 

営業利益 

15.0 

売場撤退
等の 

一時費用 

前年の 
一時費用 

14.4 

15.0 

販管費 
の削減 

3.1 

97.2 

1.0 

粗利率 
の改善 

13.6 

粗利率 
の低下 

26.0 

2022/ 
2月期 

営業利益 

不採算 
売場撤退 

による 
販管費減 

19 
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1. 社員セール、卸売等 

売上高の確保（連結） 

20 

34.2 
41.6 

51.1 

367.7 

68.9 

21.5 

26.9 

76.2 

73.7 
54.6 

42.6 15.0 

274.7 

23.9 

16.7 

490.0 

585.7 

211.4 

15.3 

39.7 

380.0 

2019/1-12 
実績 

2021/2月期 
計画 

2022/2月期 
シナリオ1 

売上高の推移 
(単位:億円, 12か月対比) 

19年比 コメント 

リアル店舗の売上高減少をEC/アウトレット成長でカバーし、全社で19年比84%を確保 

75% 

53% 

110% 

137% 

102% 

90% 

戦線整理の促進、高効率化 
百貨店比率は63%から56%
に低下 

84% 

強化販路として拡大。20年 
までに新規9店舗出店済み 

プロパー売上の強化拡大 
特に自社ECの強化。EC比率
は12%から16%に上昇 

GINZA TIMELESS 8売却
不採算店舗撤退の影響 

売上高計 

百貨店 

FB・路面店 

EC・通販 

アウトレット 

その他 

子会社 

1 
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粗利率改善の為の施策（単体） 
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調達原価率低減 • 2020/秋冬商材より、調達原価率約2ptの削減を実行済み 

建値/総消化率の 
抜本改善 

• 建値消化率は45％から55％へ、総消化率は70％から85％への改善を目指す 
• 仕入の抑制：2020/2月期 285億円、2021/2月期 125億円、2022/2月期

150億円 
• 品番/SKUの削減：MD集約、ブランドの顔となる基幹/定番商品構築に主眼 

シーズン商材の 
新旧比率の改善 

• 秋冬品の例 
‒ 今期：旧品40%/新規品60％ 
‒ 来期：旧品20％/新規品80％ 

定性方針 具体的施策 

調達原価率低減、建値/総消化率及びシーズン商材新旧比率の改善、不採算店舗の
撤退、不採算事業のリストラクチャリング等により粗利率を改善 

不採算店舗の撤退 • 2021/2までに約160売場を撤退予定 

不採算事業の 
リストラクチャリング 
によるローコスト化 

• 不採算事業は今期に店舗集約/販管費の抜本削減等のリストラクチャリングによる
徹底したローコスト化を実行の上、2022/2月期中に今後の継続可否を判断 
‒ LOVELESS：店舗数15から8、販管費20億円から11億円、営業損失 

▲11億円から▲2億円（2019年対比） 
‒ CAST:：店舗数29から10、販管費7.5億円から3億円、営業損失▲6億円

からブレイクイーブン（2020年対比） 
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販管費の削減（単体） 

22 

52.0 

9.8 

15.0 

102.5 

54.9 

134.9 

25.2 

11.5 

55.6 

9.4 

97.5 

223.0 

13.5 
8.0 13.5 

6.0 

8.9 

49.5 

46.0 43.0 

289.8 

252.4 

8.5 

当初計画の2年間での▲40億円削減に対して、2021/2月期で▲38億円削減、一過性
費用15億円を除き実質▲53億円を計画。2022/2月期までで▲67億円削減を目指す 

2019/1-12 
実績 

2021/2月期 
計画 

2022/2月期 
シナリオ 

1 

2 

1. 不採算売場撤退に伴う一時費用  2. 特損計上分 
販売費： FA経費、不動産賃借料(販売系)、販売手数料、業務委託費(販売部門)等  設備費：売場設営費、減価償却費(売場設備)、リース料、修繕費等  人件費：社員給与、法定福利厚生費等 
管理費：不動産賃借料・減価償却費(管理系)、業務委託費(企画系・本社系)、物流費、水道光熱費、旅費交通費、通信費、雑費等  システム・デジタル関連経費：システム投資、業務委託・減価償却費(システム系/WEB系) 

2019/1-12実績 vs 2022年2月期計画 
(単位:億円, 12か月対比) 

19年差 施策 

▲32.4 

▲11.7 

▲3.8 

▲6.1 

▲11.9 

▲0.9 

2021/2月期に不採算店舗/
売場を約160売場撤退予定 

▲66.8 

残業削減、組織のスリム化 

売場設営費等の投資抑制 

物流業務等の効率化 

委託業務内容の精査・削減 

プロモーション効率化 

販管費計 

販売費 

宣伝販促費 

設備費 

社員人件費 

管理費 

システム・デジ
タル関連経費 
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チャネル戦略 
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プロパー店を基軸とする販路統制を強化。直営店は強化拡大方針の下、支援組織を新設
基幹ブランドの旗艦店を出店/強化。ECはプロパー売上強化拡大方針を推進 

百貨店 

選別強化・ 
高効率化方針 

直営店 

強化拡大方針 

2020年上半期は戦線整理を促進 
• 不採算店舗/売場の約150売場撤退計画に対して 

8月末時点で約130売場撤退済み、2021/2まで
に約160売場を撤退予定 

引き続き百貨地方店の複合展開/ショールーミング化
等の新たな販売手法を模索 

店舗採算を再検証し、不採算店舗は撤退 

ブランディング強化、ブランドの世界観表現の一環 

直営店売上/運営の抜本的改善の為の改組 
• 直営店開発及び運営を担う専任の全社支援組織

を創設 

EC 

プロパー売上の 
強化拡大方針 

2020年上半期は売上高前年比118%と順調推移 

プロパー販売を徹底強化 
• SANYO iStoreにおけるプロパー/アウトレットの 

セグメントを明確化 

店
舗

開
発

運
営

部
 

ウ
ェ
ブ

ビ
ジ

ネ
ス

部
 

事業本部 

…… 

各ビジネス部 

横軸機能 
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資金調達 
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今期の仕入抑制、在庫正常化、販管費削減によるキャッシュアウト
抑制、投資有価証券売却等により、当面の収支均衡維持の体制
を確保 収支均衡維持 

の体制確保 

不測の事態に 
対する予防措置
/資本棄損の 

最小化 

GINZA TIMELESS 8の売却により今後の不測の事態に対する 
予防措置を実施 
• 譲渡益約67億円：第3四半期累計期間に固定資産売却益 

として特別利益に計上予定 
 
GINZA TIMELESS 8譲渡益による今期損失補填により、資本
棄損を最小化 

各施策による当面の収支均衡維持の体制確保に加え、不測の事態に対する予防措置 
及び資本棄損の最小化を実行済み 



本資料は、株式会社三陽商会及び関係会社の財務情報、経営情報等の提供を目的としており、いかなる表明、保証を行うものでは 
無く、投資勧誘を目的としたものではありません。実際に投資を行う場合は、本資料の掲載内容に依拠した判断はお控え頂き、 
皆様ご自身で投資のご判断を行いますようお願い致します。  
 
本資料掲載の情報は過去の事実以外に当社の将来の見通しを含み、諸処の社会的事情や経済的事情により、変動する可能性が 
あります。本資料の情報を使用されたことにより生じるいかなる損害について、当社が責任を負うものではありません。  
 
本資料に掲載された将来の見通しについて、新たな情報や将来の事象に起因し修正し公表する義務を負いません。  
 
本資料においては、当社が証券取引所などに開示している情報を全て含んでおらず、開示内容と異なる表現を採用している場合も 
あります。掲載内容を予告なしに削除又は変更をする場合があります。  
 
本資料の掲載内容には細心の注意を払っておりますが、掲載内容に誤りが生じた場合や第三者によるデータの改竄、データダウンロード
などによって生じる障害などについて、当社は理由を問わず一切の責任を負う事はありませんのでご承知ください。  

免 責 事 項  

25 



本資料に関する問い合わせ先： 

経営統轄本部 経営企画部長 

寺田 弘亮 

℡ 03-6380-5421 


